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私が両手をひろげても、お空はちっとも飛べないが、

飛べる小鳥は私のように、地面を速くは走れない。

私がからだをゆすっても、きれいな音は出ないけど、

あの鳴る鈴は私のように、たくさんな唄は知らない

鈴と、小鳥と、それから私。みんなちがって、みんないい。
金子みすゞの詩より

皆さん、お変わりありませんか。ちらほらとサ～バスゲスト・トラベラ～の動きを感じる

ようになりました。又、観光地では、海外からの旅行者を見かけるようになりました。

先日、鉄道 1700 キロ・一人旅で山口県の大海島を臨む仙崎を訪れました。ここ
は、童謡詩人の金子みすゞの生誕の地。海と島の素敵な静かな漁港の町でした。

レア～なところ！？かな。海外からの方は、いませんでませんでしたが。

今回も、多くの方に読んで頂きたく、大きめの字で枚数少なめに、シンプルにまとめ

ました。読んでちょまいか。

＜ 本号の内容＞

① 続けて良かった、サ～バス！！ by N.M.さん

② 新入会歓迎会と支部会の報告 by N.S.さん

③ 支部長のお願い＆お知恵募集中
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＜寄稿＞ 続けて良かった、サ～バス！！

By ＮＭ

サーバスに入会したのは２０１９年の夏。自身の留学経験から、子ども達にも若い

うちに語学を習得し日本以外の文化や人と交流する経験をして欲しいとの思いがあ

りました。サマースクールや留学も勧めてきました。本人たちの海外への関心は薄く、

何かきっかけがないかなと考えていたところ、サーバスを紹介していただくご縁がありま

した。さなざまなの国への旅の話と紹介して下さった方の魅力で即、入会を決めまし

た。

オーストラリアのご夫婦のホストを、一度引き受けました。子どもた

ちも興味を持ち、よしよし親子でサーバス旅だ！と計画した矢先、コ

ロナがやって来ました。あらゆる国がシャットダウン。もう旅行どころ

か、人との交流も薄くなってゆき、世の中なんだかあきらめムードに。

サーバスに入ったものの利用することもできず、段々生活も引きこも

りがちになりました。入会早々に、退会を申し出ました。

ですが、休会にすればと勧めて下さり、その年は休会。その

うちに徐々に出られるようになってきましたが、サーバスがよくわ

からないままでしたので翌々年も休会。サーバス会員である意識も全くなくなり、会員

さん同士のやりとりも別世界に感じると同時に、子供達も進学し独立しました。サー

バスの関心も薄れ、もう退会しようと思っていました。

そうしたら支部長さんから、「一度もサーバスを体験しないで辞めるなんて、寂しいがや。

親戚の家に遊びに行くつもりで、うちへこやぁ！」とメールを頂いたのです。温かい気持ちが

どどっと流れ込みました。胸がいっぱいになりました。そうだ！そうだ！サーバスに入ったの

は、ただ旅行するのではない。旅を通じて人と交流したかったのだ！！初心にかえりました。

仕事は営業職。一人で行動するが多いので、新しい経験に躊躇ないと考えてましたが、

新しい出会いに億劫な冷え冷えマインドにもなってしまっていたことに気づきました。結構な人

見知りであることにも。

そうこうするうちに、愛知県の会員さんのお宅にステイする機会が

ありました。たくさんのサーバス経験を聞かせていただきました。「サー

バスの理念がすごくいいのよ、支部長さんや会員の方たちは、みんな

素敵よ」と。そこからサーバスについて調べ始め（遅い！）、支部会

なるものにも参加してみようという気持ちになりました。
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そして先日、伊勢の支部会へ行きました。お会いした旅慣れたサーバス先輩方

の話のどれもこれもが、私の日常にはない話ばかりで、びっくりすることだらけ。楽しい

だけでなく、人との交流の仕方や、選択されてきた道のり、目標の持ち方や生き方を

聴かせていただいて、皆さんがそれぞれに素敵に輝いていると感じました。こんな楽し

み方もあるんだと。いろんなことが目から鱗でした。

「サーバス辞めなくてよかったでしょ？」と、何度も訊かれました。本当にそうでした。予定

より早く子育てが終了し、寂しく思っていました、子ども達とは、大人同士の旅ができる機会

もあるでしょう、行きたくていけなかった場所へ今年からはもっと積極的に行きたいです。

魂の経験も、いっぱい積みたいです。

ぜひ皆さんのところへも、お邪魔させてくださいねっ！

＜報告＞ ５月２８日・支部会は大盛況！ 19名参加！
By ＮＳ

コロナが下火になって以降、初めて会食を伴う支部会を催しました。

今回は、三重県伊勢市のおく文・和食レストランで１９名の参加を得て盛大に行う
ことが出来ました。嬉しい限りです。

（全員集合・はい・チ～ズ！）

東海北陸支部では2022年、2023年に合わせて４名の新入会員を迎え
ることができました。そのうち３名が三重県出身です。そのうち２人が
ＩＭさんのお孫さん(１８歳と２０歳の兄妹)です。これはぜひ新入会員
の支部会を、三重の伊勢で開きたい私が会の計画を立てさせていただき
ました。
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また会員宅に泊める企画も併用したいと、民泊伊藤の運営を始めて間
もないＩＭさんに、宿泊のことや民泊のお話を伺うというメインテーマ
を設けました。

（民泊伊藤の女将・ＩＭさん）

ＩＭさんは2018年にサーバスの平和の精神が気に入ったと入会され、
イギリスへのサーバス旅行を経験。その後、お孫さん二人もサーバスに
誘い、ご自身の３０年来、頭の片隅にあったと言う、民泊の事業を始め
られました。コロナ禍中に準備を整え、空港の受け入れ開始と共に海外
のお客さんが、もう11月まで予約されているそう。ご本人は毎日お忙し
いながら、楽しくてしようがないそうです。これこそ居ながらにして世
界とつながることができると、想像以上にやり切れたという達成感と充
実感を感じているそうです。

（おく文のお料理）

まず、新入会員の自己紹介から始まり、サーバス会員の自己紹介をい
ただきましたが、皆様が英語でされました！というのも今回の参加は東
海北陸支部員に限らず、近畿支部から３名、またそこに滞在中のスペイ
ン人夫妻とうちにちょうど滞在していたカナダ人夫妻も参加することに
なり、国際的な色合いを帯びた会になったからです。
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おく文の素敵な和のランチをいただいた後、自己紹介が終わりＩＭさ
んの民泊を始めるまでの準備の苦労話、Air B&Bのリスティングの文面、
アップする写真のコツやおもてなしの工夫など、人気の企業秘密？！を
話して頂きました。又、地域のお店と宿泊客の交流を通じて地域おこし
の役も果たせて、とても充実しているということです。参加者は、ＩＭ
さんの力強いお話にパワーをいただきました。お料理もお話も、大変美
味しかったです。ごちそうさまでした！！

会食後のお楽しみとして、河崎地区のカフェでさらに懇親を深めまし
た。それぞれに泊まったＩＭ宅・ＮＳ宅でメンバー同士、親睦を深く深
めることが出来ました。

＜支部からのお願い ＆ お知恵募集中！＞

＊サーバス旅行の予定を計画中の方は、ＬＯＩの発行依頼を早めに申し出て下さい。

専任ではありませんので、２，３ヶ月の余裕を持ってご依頼下さい。又、ご不明な点があれ

ばご遠慮なく、ご連絡くださいね。

＊こんな事したら面白いんとちゃう！こんな興味深いところあるがやぁ！皆で集まろまい等

々の情報やアイデアを募集しちょります。。支部長に連絡ちょよ。でら～歓迎だがやぁ～！

連絡先：

東海北陸支部長・ＴＭ

島根県温泉津（ゆのつ）で見つけた

八重のドクダミの花 →


